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前回会議後の検討事項について 

（１）当市の子育て施策による転出増への懸念について 

 こども医療費に代表される当市の子育て支援施策の影響について、未就学児の他

市町村への転出の増加を懸念する意見を頂きました。 

 そこで調査を行ったところ、当市の未就学児の転入・転出状況は以下のとおり判

明しました。 

【０～５歳児の転入・転出状況】 

 転入 転出 差 

平成２６年度 173 186 -13 

平成２７年度 192 156 +36 

平成２８年度 134 128 +6 

平成２９年度 

（12 月 31 日現在） 
104 106 -2 

 上記のとおり、転入と転出に大きな差は認められませんでした。 

 また、保育園等における他自治体の受け入れ児童数は以下の通りです。 

 
平成 28 年 

3 月 1 日時点 

平成 29 年 

3 月 1 日時点 

平成 30 年 

1 月 1 日時点 

津島市 42 27 74 

愛西市 201 165 146 

弥富市 15 5 2 

あま市 14 13 12 

大治町 57 46 32 

蟹江町 0 2 17 

飛島村 1 0 2 

 愛西市が突出して多く、その中でも「市江保育園」と「美和多保育園」は定員に

占める広域入所者数の割合が２５％～３０％強という数字になっています。これは、

愛西市は広域入所の条件が他市町村に比べ緩いことに加え、保育園の定員が大きい

ことが原因と思われます。 

（２）ファミリー・サポート・センターにおいて母子世帯・０歳児の利用者数及びそれらの方に

対する支援策について 

 ファミリー・サポート・センターにおける母子世帯・０歳児の利用者が増加して
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おり、その支援策について考慮すべきとの意見を頂きました。 

 そこで調査を行ったところ、母子世帯・０歳児の利用者数は下記のとおりとなり

ました。また、保護者が外国人の場合や、児童・親のサポートが必要な家庭につい

ても調査しました。 

 平成 27年度 平成 28年度 

ひとり親家庭 

（母子・父子の合計） 
38 245 

0歳児 1 24 

保護者が外国人 8 27 

児童に配慮が必要 

（発達がゆるやか等） 
7 74 

親に配慮が必要 

（精神疾患等） 
0 8 

 

 未婚の方の利用はありませんでした。 

 当市はファミリー・サポート・センターの利用率の向上を目指しており、厳しい

財政状況もございますが、支援策の拡充について検討してまいります。 
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（３）病児・病後児保育について 

 神島田保育園で実施している病児・病後児保育で断られている人がファミリー・

サポート・センターを利用しているケースがあるという指摘を受け、病児・病後児

保育を断っているケースについて調べました。 

キャンセル理由 平成 28年度 
平成 29年度 

（12月まで） 

調子が良くなったため通常保育へ行った 30 72 

母の仕事の休みが調整できたため 17 7 

家族間でみる事ができたため 5 9 

再受診のため 0 1 

○熱が高く利用できない 4 7 

アデノウイルス急性期 0 2 

インフルエンザと診断されたため 1 0 

Dr許可下りず（体温 39.0台・水痘・手足口病） 1 3 

○同日利用の子が感染症のため 1 3 

○本人が行くのを拒否 0 1 

不明・連絡取れず 3 0 

計 62 105 

○印…診療情報提供書をもらってからキャンセル 

 病児・病後児保育については、ドクターの許可が出ていることを基本としており、

許可が下りなかった場合については今後の課題と認識しております。 
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（４）３歳児半検診・５歳児検診について 

 ３歳児半検診・５歳児検診について津島市でも検討したらどうかとの意見を頂き

ましたので、まとめました。 

●３歳児半検診 

委員ご意見 津島市見解 

 ３歳だとまだわからない児童が多く、

事前に練習する児童もいるが、うまくい

かずに検診が終わってしまう場合もあ

り、検診の意味がない。せめて３歳児半

なら検診の意味が出るのではないか。 

 ３歳児検診では目と耳の検診を行う

が、目は３歳半までに、耳は３歳２カ月

までにやらないと時期が遅くなってしま

う。３歳２カ月で行う自治体もあるが、

津島市では３歳とし、未受信児を減らす

方向に力を入れていく。 

 小学校就学前の５歳児検診があれば、

発達障害を抱えている親御さんにも受け

入れてもらう可能性が高まり、小学校へ

のスムーズな移行が期待できるのではな

いか。 

 ５歳児検診は蟹江町が名大のモデル事

業として実施しているが、発達支援の専

門医を確保したり、臨床心理士でチーム

を組む・事務量が膨大になる等の現場の

負担がかなり大きく、全国的に見れば縮

小傾向である。また、５歳児検診でひっ

かかると大変というような噂が保護者間

で広まり、未受診率が高くなってしま

う。 

 津島市では就学前検診の前に巡回型教

育相談を行っており、小学校へのスムー

ズな移行を図っている。 

 


